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【森林保全等吸収源対策への取組計画】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

【再生可能エネルギーの導入計画】

県内で
の取組

・省エネ法に基づくエネルギー管理者を中心とした毎月の省エネ委員会により進捗管理を図る。
・各部署省エネ推進員で構成する毎月の推進員会議により省エネ活動の推進、情報交換を図る。
・ISO14001環境マネジメントシステムを活用し、継続的な改善を図る。

大阪工場岡山プラント ・製造プロセスの合理化によるエネルギー削減。
・蒸気ボイラ台数制御運転による蒸気製造当たりのエネルギー原単位
　の向上（CO2削減量427t/年）。
・スチームトラップ改善による蒸気ロス削減（CO2削減量90t/年）。
・蒸気ボイラの給水余熱。
・冷水設備等用役設備の過剰運転削減による電力削減。
・工場空調設備のワンパス方式から循環方式への変更による
　電力削減（CO2削減量170t/年）。

大阪工場岡山プラント

①社内だけでなく、家庭でも省エネに取り組んで行けるよう、「家庭での省エネエキスパート検定」取得者
　によるオフィス・家庭での省エネ啓蒙活動を推進する。
②総合化学会社で初となる「ｴｺ･ﾌｧｰｽﾄ企業(環境省：2008年11月認定)｣として、地球温暖化防止
　の取り組みを計画的に推進する。
③気候変動問題に貢献する次世代技術として、高分子有機EL、ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ二次電池部材・燃料
　電池部材さらには自動車関連部材（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車すす除去ﾌｨﾙﾀｰ､ﾎﾟﾘ乳酸ｴｺﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他）開発研究を
　加速させ、その実用化に取り組む。
④中期経営計画（2013～15）において、｢世界最高水準のｴﾈﾙｷﾞｰ効率の達成｣
 ｢低炭素社会の構築に資するﾌﾟﾛｾｽ・製品の開発｣｢ｴﾈﾙｷﾞｰ､CO2管理の合理化等｣を気候変動対応の
　重点実施課題に掲げ、具体的な取り組みを展開する。

【その他特記事項】

・製造プロセスの合理化によるエネルギー削減。
・ＬＮＧエネルギー転換によるA重油削減(CO2削減700t/年)

・蒸気ボイラ台数制御運転による蒸気製造当たりのエネルギー原単位
　の向上の継続。
・スチームトラップ改善による蒸気ロスの削減の継続。

・通信機能付電力量計で主要設備や事務所などの毎時間及び毎月の
　使用電力量をデータ集計し、グラフとして“見える化”を行い、
　省エネ意識の啓蒙・推進を図る。

・事務所屋根に太陽光パネル設置の検討。
・遮熱塗料効果の検討及び効果の確認。

・地域社会貢献・環境保全活動の一環として、地元福祉協議会等「２０５０
　由加山麓」構想に協力し、『由加蛍の里』清掃ボランティア活動を継続する。有　

有　

①世界銀行が運営するﾊﾞｲｵ炭素基金への出資による森林保全、植林などのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを
　通じての｢地球温暖化防止｣｢途上国などにおける地域社会の環境改善｣に貢献する。
②財団法人｢ｵｲｽｶ（国際NGO）｣と共同でのﾀｲ国での植林活動を継続する。

県内で
の取組

有　

有　

その他

その他

【目標削減率達成のための推進体制】

工場等の名称 措置内容

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

①ﾊﾞｲｵﾏｽ発電事業（当社連結経営会社）の推進・充実を計画。
②事務所等での太陽光発電の導入推進を検討。


